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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

中間連結会計期間
第62期

中間連結会計期間
第61期

会計期間
自2024年4月 1日
至2024年9月30日

自2025年4月 1日
至2025年9月30日

自2024年4月 1日
至2025年3月31日

売上高 （千円） 1,631,271 1,842,841 3,378,056

経常利益 （千円） 133,646 252,398 267,967

親会社株主に帰属する中間

（当期）純利益
（千円） 53,775 156,359 80,503

中間包括利益又は包括利益 （千円） 72,507 173,671 89,738

純資産額 （千円） 5,750,721 5,822,959 5,717,895

総資産額 （千円） 6,845,141 7,059,397 7,152,609

１株当たり中間（当期）

純利益金額
（円） 20.41 59.35 30.56

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 83.7 82.3 79.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 205,847 48,274 483,074

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △220,456 △119,360 △386,141

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △48,736 △50,132 101,203

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（千円） 773,026 899,626 1,025,602

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

なお、当中間連結会計期間において、当社連結子会社であったPOBAL DEVICE KOREA CO.,LTD.の清算が結了したた

め、連結の範囲から除外しております。ただし、清算までの期間に係る損益につきましては、中間連結損益計算書及

び中間連結包括利益計算書に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　経営成績の状況

当中間連結会計期間の日本および世界情勢は、原材料価格やエネルギー価格の高騰、地政学リスクの長期化など

先行き不透明な状況が続いております。一方で、雇用・所得環境の改善が進み、緩やかな回復基調となりました。

このような状況の下、当社グループは次世代半導体用研磨パッドの販路拡大、材料歩留の向上及び生産工程の改

善など原価低減の推進してまいりました。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は1,842百万円（前年同期比13.0％増）、営業利益は243百万円（前年

同期比102.9％増）、経常利益は252百万円（前年同期比88.9％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は156百万

円（前年同期比190.8％増）となりました。

 

各セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

総合接着・樹脂加工

ベルト関連製品は、自動車・鉄鋼業界を中心に安定した受注状況が続いております。また、ディスプレイ業界向

けの研磨部材については、得意先の在庫調整が解消されたことで、売上高は1,553百万円（前年同期比12.9％増）

となりました。

 

特殊設計機械

特殊設計機械につきましては、メカニカルシールなどの受注が好調に推移したことで、売上高288百万円（前年

同期比13.4％増）となりました。
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　財政状態の状況

（資産）

資産につきましては、前連結会計年度末に比べて93百万円減少し、7,059百万円となりました。これは主に、現

金及び預金が125百万円減少したことによるものであります。

 

（負債）

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて198百万円減少し、1,236百万円となりました。これは主に、役

員退職慰労引当金が213百万円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて105百万円増加し、5,822百万円となりました。これは主に、

利益剰余金が106百万円増加したことによるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

125百万円減少し、899百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べ157百万円減少し、48百万円となりました。これは主に、役員

退職慰労引当金が220百万円減少したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、前年同期に比べ101百万円減少し、119百万円となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出が53百万円減少したことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、前年同期に比べ1百万円増加し、50百万円となりました。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(4）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、11百万円であります。なお、当中間連結会

計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

 

３【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,360,000

計 7,360,000

 

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2025年9月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,634,800 2,634,800

東京証券取引所
スタンダード市場

名古屋証券取引所
メイン市場

単元株式数は100株
であります。

計 2,634,800 2,634,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年4月1日～

2025年9月30日
－ 2,634,800 － 179,605 － 321,531
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（５）【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

　株式会社ＫＡＹ 　名古屋市中村区野田町字中深30番地 878,400 33.34

光通信ＫＫ投資事業有限責任組合 　東京都豊島区西池袋一丁目4番10号 170,900 6.49

　神田亜希 　名古屋市中村区 103,220 3.91

　神田有華 　名古屋市中村区 103,220 3.91

　ポバール興業従業員持株会 　名古屋市中村区野田町字中深30番地 94,340 3.58

　神田隆生 　名古屋市中村区 79,000 2.99

　神田誠太郎 　名古屋市中川区 72,000 2.73

　堀田忍 　愛知県稲沢市 72,000 2.73

　中島幸子 　愛知県北名古屋市 63,640 2.41

　村岡克彦 　滋賀県大津市 43,800 1.66

計 － 1,680,520 63.79

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,632,700 26,327 －

単元未満株式 普通株式 1,900 － －

発行済株式総数  2,634,800 － －

総株主の議決権  － 26,327 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ポバール興業株式会社
名古屋市中村区野田

町字中深30番地
200 － 200 0.01

計 － 200 － 200 0.01

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

ポバール興業株式会社(E30692)

半期報告書

 7/22



第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年4月1日から2025年9月30日ま

で）に係る中間連結財務諸表について、仰星監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

    
前連結会計年度
(2025年3月31日)

当中間連結会計期間
(2025年9月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,025,602 899,626

受取手形、売掛金及び契約資産 ※２ 838,284 ※２ 878,327

商品及び製品 85,911 78,783

仕掛品 587,417 584,799

原材料及び貯蔵品 424,168 477,166

その他 52,799 34,958

貸倒引当金 △226 △558

流動資産合計 3,013,957 2,953,103

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,666,653 2,669,626

減価償却累計額 △1,251,665 △1,288,388

建物及び構築物（純額） 1,414,987 1,381,237

機械装置及び運搬具 1,335,262 1,325,509

減価償却累計額 △1,229,076 △1,213,997

機械装置及び運搬具（純額） 106,186 111,512

土地 1,690,077 1,685,498

建設仮勘定 13,883 15,144

その他 206,339 213,590

減価償却累計額 △181,830 △182,415

その他（純額） 24,509 31,174

有形固定資産合計 3,249,644 3,224,566

無形固定資産 22,715 25,064

投資その他の資産   

投資有価証券 681,271 748,489

その他 187,050 109,300

貸倒引当金 △2,031 △1,126

投資その他の資産合計 866,290 856,663

固定資産合計 4,138,651 4,106,293

資産合計 7,152,609 7,059,397
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  （単位：千円）

    
前連結会計年度
(2025年3月31日)

当中間連結会計期間
(2025年9月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 295,480 341,432

短期借入金 220,000 220,000

未払法人税等 53,251 51,066

賞与引当金 73,707 85,512

その他 304,515 261,429

流動負債合計 946,955 959,441

固定負債   

役員退職慰労引当金 273,327 59,642

退職給付に係る負債 187,015 189,588

資産除去債務 24,315 24,315

その他 3,100 3,450

固定負債合計 487,758 276,996

負債合計 1,434,713 1,236,437

純資産の部   

株主資本   

資本金 179,605 179,605

資本剰余金 275,336 275,336

利益剰余金 4,879,482 4,985,785

自己株式 △189 △189

株主資本合計 5,334,234 5,440,537

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 128,851 176,325

為替換算調整勘定 243,211 194,369

その他の包括利益累計額合計 372,063 370,694

非支配株主持分 11,597 11,726

純資産合計 5,717,895 5,822,959

負債純資産合計 7,152,609 7,059,397
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

     （単位：千円）

    
前中間連結会計期間
(自　2024年4月 1日
　至　2024年9月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年4月 1日
　至　2025年9月30日)

売上高 1,631,271 1,842,841

売上原価 1,045,392 1,101,853

売上総利益 585,878 740,987

販売費及び一般管理費 ※ 465,862 ※ 497,469

営業利益 120,016 243,518

営業外収益   

受取利息 161 128

受取配当金 11,487 12,322

受取賃貸料 821 －

為替差益 511 －

その他 695 568

営業外収益合計 13,677 13,019

営業外費用   

支払利息 47 855

為替差損 － 3,281

その他 － 2

営業外費用合計 47 4,139

経常利益 133,646 252,398

特別利益   

固定資産売却益 － 2,781

関係会社清算益 － 29,158

特別利益合計 － 31,940

特別損失   

固定資産除売却損 48,570 612

特別損失合計 48,570 612

税金等調整前中間純利益 85,076 283,726

法人税等 33,229 125,850

中間純利益 51,847 157,876

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△1,927 1,516

親会社株主に帰属する中間純利益 53,775 156,359
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年4月 1日
　至　2024年9月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年4月 1日
　至　2025年9月30日)

中間純利益 51,847 157,876

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △13,216 47,473

為替換算調整勘定 33,877 △31,678

その他の包括利益合計 20,660 15,795

中間包括利益 72,507 173,671

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 72,088 173,542

非支配株主に係る中間包括利益 419 129
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

    
前中間連結会計期間
(自　2024年4月 1日
　至　2024年9月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年4月 1日
　至　2025年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 85,076 283,726

減価償却費 64,985 66,093

貸倒引当金の増減額（△は減少） △243 △573

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,661 11,852

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,969 2,496

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,784 △213,840

受取利息及び受取配当金 △11,649 △12,451

支払利息 47 855

有形固定資産除却損 48,570 612

有形固定資産売却損益（△は益） － △2,781

関係会社清算損益（△は益） － △29,158

売上債権の増減額（△は増加） 39,087 △46,556

棚卸資産の増減額（△は増加） 26,849 △56,634

仕入債務の増減額（△は減少） △82,951 47,328

その他 49,784 65,689

小計 241,972 116,657

利息及び配当金の受取額 10,084 10,786

利息の支払額 △49 △853

法人税等の支払額 △46,159 △78,316

営業活動によるキャッシュ・フロー 205,847 48,274

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △174,200 △120,629

有形固定資産の除却による支出 △48,570 △385

有形固定資産の売却による収入 － 3,048

無形固定資産の取得による支出 △1,202 △4,339

投資有価証券の払戻しによる収入 3,222 3,181

貸付けによる支出 △463 △378

貸付金の回収による収入 823 542

差入保証金の回収による収入 107 112

差入保証金の差入による支出 △173 △511

投資活動によるキャッシュ・フロー △220,456 △119,360

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △48,736 △50,132

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,736 △50,132

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,952 △4,757

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,392 △125,975

現金及び現金同等物の期首残高 834,418 1,025,602

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 773,026 ※ 899,626
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

当中間連結会計期間において、POBAL DEVICE KOREA CO.,LTD.は清算したため、連結の範囲から除外してお

ります。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前中

間純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を使用する方法によっておりま

す。

 

（中間連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2025年3月31日）

当中間連結会計期間
（2025年9月30日）

受取手形裏書譲渡高 20,407千円 12,417千円

 

 

※２　中間連結会計期間末日満期手形

中間連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、決

算日が連結決算日と異なる一部の連結子会社において、期末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計

期間末日満期手形が中間連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度
（2025年3月31日）

当中間連結会計期間
（2025年9月30日）

受取手形 5,501千円 5,106千円

 

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日
　　至　2024年9月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2025年4月 1日
　　至　2025年9月30日）

給与手当 169,577千円 190,070千円

賞与引当金繰入額 32,441千円 35,298千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,785千円 5,994千円

退職給付費用 6,919千円 6,022千円

貸倒引当金繰入額 △243千円 56千円

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日
至　2024年9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年4月 1日
至　2025年9月30日）

現金及び預金勘定 773,026千円 899,626千円

現金及び現金同等物 773,026千円 899,626千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年4月1日　至　2024年9月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年6月27日

定時株主総会
普通株式 48,739 18.50 2024年3月31日 2024年6月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月14日

取締役会
普通株式 50,056 19.00 2024年9月30日 2024年11月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年4月1日　至　2025年9月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年6月26日

定時株主総会
普通株式 50,056 19.00 2025年3月31日 2025年6月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後とな

るもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月13日

取締役会
普通株式 51,374 19.50 2025年9月30日 2025年11月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年4月1日　至　2024年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

中間連結

損益計算書

計上額 
総合接着・

樹脂加工

特殊設計

機械
計

売上高      

外部顧客への売上高 1,376,466 254,804 1,631,271 － 1,631,271

セグメント間の内部

売上高又は振替高
25 － 25 △25 －

計 1,376,492 254,804 1,631,296 △25 1,631,271

セグメント利益 144,151 6,725 150,876 △30,860 120,016

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 150,876

セグメント間取引消去 8,640

全社費用（注） △39,500

中間連結損益計算書の営業利益 120,016

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年4月1日　至　2025年9月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

中間連結

損益計算書

計上額    
総合接着・

樹脂加工

特殊設計

機械
計

売上高      

外部顧客への売上高 1,553,946 288,894 1,842,841 － 1,842,841

セグメント間の内部

売上高又は振替高
16 － 16 △16 －

計 1,553,963 288,894 1,842,857 △16 1,842,841

セグメント利益 234,419 32,484 266,904 △23,385 243,518

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 266,904

セグメント間取引消去 9,167

全社費用（注） △32,552

中間連結損益計算書の営業利益 243,518

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前中間連結会計期間（自　2024年4月1日　至　2024年9月30日）

 （単位：千円）

 

報告セグメント

総合接着・
樹脂加工

特殊設計
機械

計

日本 1,082,861 254,639 1,337,501

アジア 273,810 165 273,975

その他 19,793 － 19,793

顧客との契約から生じる収益 1,376,466 254,804 1,631,271

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 1,376,466 254,804 1,631,271

 

当中間連結会計期間（自　2025年4月1日　至　2025年9月30日）

 （単位：千円）

 

報告セグメント

総合接着・
樹脂加工

特殊設計
機械

計

日本 1,234,037 288,765 1,522,802

アジア 297,295 129 297,424

その他 22,614 － 22,614

顧客との契約から生じる収益 1,553,946 288,894 1,842,841

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 1,553,946 288,894 1,842,841
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年4月 1日
至　2024年9月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年4月 1日
至　2025年9月30日）

１株当たり中間純利益金額 20円41銭 59円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額（千円） 53,775 156,359

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益金額（千円）
53,775 156,359

普通株式の期中平均株式数（株） 2,634,574 2,634,574

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

2025年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額…………………………………………51,374千円

(ロ）１株当たりの金額……………………………………19円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………2025年11月28日

（注）2025年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年11月13日

ポバール興業株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

名古屋事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 三島　陽

指定社員
業務執行社員

公認会計士 北川　裕和

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているポバール興業株

式会社の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30

日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中

間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、ポバール興業株式会社及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報
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告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以上
（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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